
項

講座、簡単工作を実施

目

していく。ま

た、同志

担

社大学と連携した加藤

当

与五郎実験教室の実施

係

や企業との連携により

夢

、子どもたちにより深

と

く科学への興味を持た

学

課題
せる。

指標名称（

び

単位）
実績値 目標値

４

の

年度 ５年度 ６年度 ７年

科

度 ９年度

活動 開館日数

学

（日） 309 310 3

体

10 310 310
指標

験

成果 来館者数（人） 1

館

55,321 160,

3

598 155,176

2

170,000 187

5

,000
指標

  
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 43,516 47,948 53,939 61,319 合計 53,938,713 円
報償費 24,000 円

財
　
源

特定財源 6,663 6,316 6,050 6,646 需用費 20,476,943 円
役務費 166,113 円

一般財源 36,853 41,632 47,889 54,673 委託料 25,659,968 円
使用料及び賃借料

職員人件費　② 16,188 19,182 19,909 20,247 7,365,409 円
備品購入費 236,280 円

総事業費（①＋②） 59,704 67,130 73,848 81,566 負担金、補助及び
交付金 10,000 円

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0 施設賠償責任保険金、行政財
産目的外使用料、土地建物貸

８年度以降の事業費見込 0 付収入、実験ラボ参加料、簡
単工作参加料

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和７年

Ｐ

度

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

（

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

令

　
業
　
概
　
要

総合計画

和

分野 福祉安心

基本施策

６

子育て支援
施策体系

施

年

策の内容 地域における

度

子ども・子育て支援

目

評

　
　
　
的

　夢と学びの

価

科学体験館の適切かつ

）

効率的な

主
た
る
内
容

○

刈

イベント、各種講座等

谷

の実施
運営を図るため

市

、施設の維持及び安全

事

管理を ○館内施設機能

務

を維持するための各種

事

点検や
行い、科学の楽

業

しさを体験できる機会

評

を提供 　清掃、保守管

価

理、警備委託等の実施

シ

する。

位
置
づ
け

関連計

ー

画 刈谷市子ども・子育

ト

て支援事業計画

根拠法

（

令 児童福祉法、児童館

様

ガイドライン

対象者 市

式

民 事業期間 平成２７年

１

度 ～

実施方法 ■直営　

）

■委託　□指定管理　

会

□補助・助成　□その

計

他

名 担当部 次世代育

Ｂ
　
事
　
業
　
実

成

　
績

４年度実績 ５年度

部

実績 ６年度実績 ７年度

一

計画

・サイエンスショ

般

ーの実施 ・サイエンス

会

ショーの実施 ・サイエ

計

ンスショーの実施 ・サ

夢

イエンスショーの実施

と

・加藤与五郎実験教室

学

の実施 ・加藤与五郎実

び

験教室の実施 ・加藤与

の

五郎実験教室の実施 ・

科

加藤与五郎実験教室の

学

実施
・科学体験講座の

体

実施 ・科学体験講座の

験

実施 ・科学体験講座の

館

実施 ・科学体験講座の

管

実施
・簡単工作の実施

理

・簡単工作の実施 ・簡

運

単工作の実施 ・簡単工

営

作の実施

　サイエンス

事

ショー企画運営業務を

業

委託し実施するととも

担

に、科学体験講座、簡

当

単工作を実施し、多く

課

の子どもたちが科

成果

夢

学の楽しさを体験する

と

ことができた。また、

学

加藤与五郎実験教室を

び

実施し、子ども達に実

の

験等体験学習を通して

科

「発明発

見科学する心

学

」を育てることができ

体

た。

　来館者のニーズ

験

を捉えながら、科学へ

館

の興味を高めるサイエ

款

ンスショー、科学体験



目

も子ども達の居場所づ

担

くりとしての価
値を高

当

める。教育機関、民間

係

団体との連携により、

夢

より専門性の高いプロ

と

グラムの提供を行い、

学

科学への興味、もの
づ

び

くりへの興味をより多

の

くの子どもたちに持っ

科

てもらえるよう務めて

学

いく。

体験館

Ｃ
 

3

　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　
Ｃ
 
　

2

Ｋ
 
　
∧
　
評
　
価
　
∨

5

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点

令

からの評価 評価の理由

和

　科学技術に関する知

７

識を小中学生を中心と

年

する幅広い世
・法的業

度

務
普通

代の市民にわか

（

りやすく伝え、市民と

令

科学の架け橋として
必

和

要性 ・市民ニーズ、社

６

会需要 の役割を果たし

年

ている。
・市民生活上

度

必要である　など

　民

評

間団体の協力や大学と

価

の連携により高度な科

）

学的講座
・コストの節

刈

減、費用対効果
高い

を

谷

開催する等、効率的で

市

効果の高い運営に努め

事

ている。サ
効率性 ・執

務

行体制の効率性 イエン

事

スショー等の業務委託

業

など専門性の高い事業

評

をより
・手段の最適性

価

　など 効率的に実施す

シ

るように努めている。

ー

　「ものづくりのまち

ト

刈谷」や理科教育を推

（

進する刈谷を
・市が主

様

体となって実施する
高

式

い
感じてもらえるよう

２

科学体験、サイエンス

）

ショーを通して
妥当性

会

　べき事業であるか 科

計

学の楽しさを体験でき

名

る機会を創出すること

担

により、科
・総合計画

当

との整合性　など 学へ

部

の興味を深めてもらう

次

と共に刈谷への知識も

世

持っても
らえるよう努

代

めている。
　来館者に

育

科学体験、サイエンス

成

ショー、科学教室等適

部

切

施策への ・施策への

一

貢献度
高い

なサービス

般

を提供することにより

会

、科学に対する知識・

計

興
・目標達成度 味を持

夢

ってもらい、「ものづ

と

くりのまち刈谷」紹介

学

展示を
貢献度 ・市民サ

び

ービスへの効果　など

の

通して、広く知っても

科

らえるよう多くの来館

学

者を迎えるこ
とができ

体

る様に努めている。

今

験

後の方向性 □拡充　■

館

現状維持　□改善・効

管

率化　□縮小　□終期

理

設定　□休止・廃止

　

運

科学体験、サイエンス

営

ショー、簡単工作など

事

科学に興味を持っても

業

らえる情報の提供と体

担

験を通して、「ものづ

当

く
りのまち刈谷」、「

課

理科教育を推進する刈

夢

谷」のイメージ作りを

と

今後も図っていく。ま

学

た、施設の維持管理・

び

運営に
ついては事業委

の

託など効率的な運営を

科

行いコストダウンに努

学

める。来館者の多い休

体

日運営を今までどおり

験

進めていく
と共に、平

館

日の運営を見直すこと

款

により、学校行事の振

項

替休日による休校日に



学

3月17日～3月31

び

日  9,814人・

の

超すごくてポンコツな

科

から ・結晶の世界展 　

学

3月13日～3月31

体

日
　だのしくみ展 　3

験

月14日～3月31日

館

 11,015人
　3

3

月15日～3月31日

2

 11,124人
　学

5

校等の長期休業期間に合わせて、企画展の開催及びテーマに合わせたプラネタリウム番組の投映をすることにより、

成果
来館者へ科学に触れる機会を提供することができた。

　冬の特別企画展期間中の来館者が少ないため、開催期間等の検討が必要である。

課題

指標名称（単位）
実績値 目標値

４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ９年度

活動 開催日数（日） 141 142 142 143 143
指標
成果 期間中来館者数（人） 80,723 85,997 81,538 89,000 97,000
指標

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 20,978 20,613 21,565 22,500 合計 21,564,541 円
需用費 475,541 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0 委託料 21,089,000 円

一般財源 20,978 20,613 21,565 22,500

職員人件費　② 7,529 7,673 7,964 8,099

総事業費（①＋②） 28,507 28,286 29,529 30,599

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和７年

Ｐ
　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　

度

　
Ｎ
　
∧
　
計
　
画
　
∨

（

Ａ
　
事
　
業
　
概
　
要

総

令

合計画
分野 福祉安心

基

和

本施策 子育て支援
施策

６

体系
施策の内容 地域に

年

おける子ども・子育て

度

支援

目
　
　
　
的

　科学

評

にまつわる企画展を開

価

催し、子どもた

主
た
る

）

内
容

　春、夏、冬の学

刈

校等の長期休業中の特

谷

別企
ちに広く科学の楽

市

しさにふれる機会を創

事

出す 画として企画展示

務

及びテーマに合わせた

事

プラ
ることで、次代を

業

担う人材の育成に寄与

評

する｡ ネタリウム番組

価

の投映を行う。

位
置
づ

シ

け

関連計画 刈谷市子ど

ー

も・子育て支援事業計

ト

画

根拠法令 児童福祉法

（

対象者 市民 事業期間 平

様

成２７年度 ～

実施方法

式

■直営　■委託　□指

１

定管理　□補助・助成

）

　□その他

会計名 担当部 次世

Ｂ
　
事

代

　
業
　
実
　
績

４年度実

育

績 ５年度実績 ６年度実

成

績 ７年度計画

・わくド

部

キ！宇宙ランド ・まわ

一

れ！ぐるぐる展 ・超す

般

ごくてポンコツなから

会

・結晶の世界展
　4月

計

1日～5月9日   

特

17,866人　4月

別

1日～5月8日   

企

16,560人　だの

画

しくみ展 　4月1日～

展

5月6日
・いきものウ

開

ォッチング ・科学ニン

催

ジャ学校 　4月1日～

事

5月6日   17,

業

395人・恐竜センタ

担

ー
　7月15日～9月

当

5日  34,441

課

人　7月14日～9月

夢

4日  39,511

と

人・科学捜査展 　7月

学

11日～9月1日
・色

び

と光の魔法展 ・でんき

の

のふしぎミュージア 　

科

7月12日～9月2日

学

  35,721人・

体

冬の特別企画展
　12

験

月16日～2月6日 

館

18,602人　ム ・

款

わんこⅤＳにゃんこ 　

項

12月12日～2月2

目

日
・まわれ！ぐるぐる

担

展 　12月15日～2

当

月5日 18,802

係

人　12月13日～2

夢

月3日 17,407

と

人・春の特別企画展
　



びの科学体験館

3 2 5

Ｄ
　
内
　
部
　
評
　
価

各視点からの評価 評価

令

の理由

　学校の長期休

和

業にあわせ特別展示を

７

行うことにより、子
・

年

法的業務
高い

どもたち

度

の科学への興味を高め

（

ることができる。また

令

、休
必要性 ・市民ニー

和

ズ、社会需要 業中に行

６

うことにより、家族で

年

過ごす時間を創出する

度

こと
・市民生活上必要

評

である　など もできる

価

。

　期間を限定して開

）

催することにより、来

刈

館者を増やすこ
・コス

谷

トの節減、費用対効果

市

普通
とができ、多くの

事

子どもたちの科学への

務

興味を高めること
効率

事

性 ・執行体制の効率性

業

ができる。
・手段の最

評

適性　など

　理科教育

価

、科学への興味を子ど

シ

もの頃から持たせるこ

ー

と
・市が主体となって

ト

実施する
高い

により、

（

教育効果を高めるとと

様

もに、特別企画展開催

式

によ
妥当性 　べき事業

２

であるか り普段と違う

）

ものづくりや科学への

会

興味を持たせることが

計

・総合計画との整合性

名

　など できる。

　長期

担

休業中の子どもたちの

当

居場所として家族で過

部

ごせる

施策への ・施策

次

への貢献度
普通

場を提

世

供することにより、新

代

たに来館するきっかけ

育

作りや
・目標達成度 再

成

来館を促し、集客につ

部

なげることができる。

一

貢献度 ・市民サービス

般

への効果　など

今後の

会

方向性 □拡充　■現状

計

維持　□改善・効率化

特

　□縮小　□終期設定

別

　□休止・廃止

　学校

企

の長期休業中の子ども

画

たちの居場所づくりと

展

しての価値を高めると

開

ともに、教育機関、民

催

間との連携により、
専

事

門性の高いプログラム

業

の提供を行い、科学や

担

ものづくりへの興味を

当

より多くの子どもたち

課

に高めてもらえるよう

夢

努
めていく。

と学びの

Ｃ
 
　
Ｈ
 
　
Ｅ
 
　

科

Ｃ
 
　
Ｋ
 
　
∧
　
評
　

学

価
　
∨

体験館

款 項 目 担当係 夢と学



当

供を行うことにより、

係

星や宇宙への興味を高

夢

めて来館者の確

保に努

と

める。また、平日の観

学

覧者数が増えるよう投

び

映内容等を検討する。

の

課題

指標名称（単位）

科

実績値 目標値

４年度 ５

学

年度 ６年度 ７年度 ９年

体

度

活動 プラネタリウム

験

投映回数（回） 785

館

772 732 800 8

3

00
指標
成果 プラネタ

2

リウム観覧者数（人）

5

33,121 35,815 33,913 37,000 40,000
指標

他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 23,397 18,518 100,440 21,060 合計 100,440,421 円
旅費 114,380 円

財
　
源

特定財源 5,384 5,935 5,621 6,180 需用費 2,008,174 円
委託料 98,281,367 円

一般財源 18,013 12,583 94,819 14,880 使用料及び賃借料 16,500 円
負担金、補助及び

職員人件費　② 19,576 21,484 22,298 22,677 交付金 20,000 円

総事業費（①＋②） 42,973 40,002 122,738 43,737

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0 プラネタリウム使用料

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和７年

Ｐ
　
　
Ｌ

度

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

（

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

令

概
　
要

総合計画
分野 福

和

祉安心

基本施策 子育て

６

支援
施策体系

施策の内

年

容 地域における子ども

度

・子育て支援

目
　
　
　

評

的

　目的

主
た
る
内
容

　

価

主たる内容
　プラネタ

）

リウムで星空解説や番

刈

組投映等を ○充実した

谷

番組投映の実施
実施し

市

、子どもたちを中心と

事

した利用者の星 ○プラ

務

ネタリウムコンサート

事

等のイベントの
や宇宙

業

への関心を高める。 実

評

施

位
置
づ
け

関連計画 刈

価

谷市子ども・子育て支

シ

援事業計画

根拠法令

対

ー

象者 市民 事業期間 昭和

ト

５６年度 ～

実施方法 ■

（

直営　■委託　□指定

様

管理　□補助・助成　

式

□その他

１）

会計名 担当部

Ｂ
　
事
　

次

業
　
実
　
績

４年度実績

世

５年度実績 ６年度実績

代

７年度計画

・一般投映

育

・一般投映 ・一般投映

成

・一般投映
・学習投映

部

（幼児園、保育園 ・学

一

習投映（幼児園、保育

般

園 ・学習投映（幼児園

会

、保育園 ・学習投映（

計

幼児園、保育園
　年長

プ

、小学4,6年生） 　

ラ

年長、小学4,6年生

ネ

） 　年長、小学4,6

タ

年生） 　年長、小学4

リ

,6年生）
・プラネタ

ウ

リウムコンサート ・プ

ム

ラネタリウムコンサー

管

ト ・プラネタリウムコ

理

ンサート ・プラネタリ

運

ウムコンサート
・プラ

営

ネタリウム講演会 ・プ

事

ラネタリウム講演会 ・

業

プラネタリウム講演会

担

・プラネタリウム講演

当

会

　子どもたちの星や

課

宇宙への関心を高める

夢

ため、一般投映のほか

と

学習投映や特別投映を

学

行い、市内外の子ども

び

たちをはじ

成果
め多く

の

の人に鑑賞してもらう

科

ことができた。また、

学

プラネタリウムの特性

体

を活かしたコンサート

験

や講演会を行い、幅広

館

い

年齢層の人にプラネ

款

タリウム施設を紹介で

項

きた。

　多くの人に楽

目

しんでもらえるよう、

担

様々な番組等情報の提



係

308 308 307 3

夢

09
指標
成果 一ツ木児

と

童館利用者数（人） 7

学

,675 15,320

び

21,466 23,6

の

00 25,000
指標

科

 
他市との
比較検証

学体験館

3 2 5

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 8,439 9,336 9,132 9,887 合計 9,132,000 円
委託料 9,132,000 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 8,439 9,336 9,132 9,887

職員人件費　② 1,506 1,535 1,593 1,620

総事業費（①＋②） 9,945 10,871 10,725 11,507

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和７年

Ｐ
　
　
Ｌ
　

度

　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計
　

（

画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　
概

令

　
要

総合計画
分野 福祉

和

安心

基本施策 子育て支

６

援
施策体系

施策の内容

年

地域における子ども・

度

子育て支援

目
　
　
　
的

評

　一ツ木児童館を適切

価

に管理運営をすること

）

主
た
る
内
容

　一ツ木児

刈

童館の指定管理者を指

谷

定し、地域
により、健

市

全な遊びを通して児童

事

の健康を増 児童館の管

務

理運営を行う。
進し情

事

操を豊かにする。 開設

業

場所　一ツ木福祉セン

評

ター内

位
置
づ
け

関連計

価

画 刈谷市子ども・子育

シ

て支援事業計画

根拠法

ー

令 児童福祉法、児童館

ト

ガイドライン

対象者 市

（

民 事業期間 平成１０年

様

度 ～

実施方法 □直営　

式

□委託　■指定管理　

１

□補助・助成　□その

）

他

会計名 担当部 次世

Ｂ
　
事
　
業
　
実

代

　
績

４年度実績 ５年度

育

実績 ６年度実績 ７年度

成

計画

子どもたちに遊び

部

や生活の援 子どもたち

一

に遊びや生活の援 子ど

般

もたちに遊びや生活の

会

援 子どもたちに遊びや

計

生活の援
助、地域にお

一

ける子育て支援 助、地

ツ

域における子育て支援

木

助、地域における子育

児

て支援 助、地域におけ

童

る子育て支援
を行い、

館

心身ともに健やかに を

管

行い、心身ともに健や

理

かに を行い、心身とも

運

に健やかに を行い、心

営

身ともに健やかに
育成

事

することができた。 育

業

成することができた。

担

育成することができた

当

。 育成する。

　指定管

課

理者として刈谷市社会

夢

福祉協議会を指定し、

と

一ツ木児童館の管理運

学

営を行うことにより、

び

健全な遊びを通して子

の

成果
どもたちの健康を

科

増進し、情操を豊かに

学

することができた。

　

体

児童向けの行事を展開

験

し、魅力的かつ安全な

館

児童館の運営に努める

款

。

課題

指標名称（単位

項

）
実績値 目標値

４年度

目

５年度 ６年度 ７年度 ９

担

年度

活動 一ツ木児童館

当

開館日数（日） 308



当

308 286 308 3

係

07 309
指標
成果 な

夢

のはな児童館利用者数

と

（人） 6,393 6,

学

458 8,861 9,

び

700 10,600
指

の

標

他市との
比較検証

科学体験館

3 2 5

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 5,715 5,789 6,430 6,482 合計 6,430,094 円
委託料 6,430,094 円

財
　
源

特定財源 0 0 0 0

一般財源 5,715 5,789 6,430 6,482

職員人件費　② 1,506 1,535 1,593 1,620

総事業費（①＋②） 7,221 7,324 8,023 8,102

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0

８年度以降の事業費見込 0

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和７年

Ｐ
　
　
Ｌ

度

　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　
∧
　
計

（

　
画
　
∨

Ａ
　
事
　
業
　

令

概
　
要

総合計画
分野 福

和

祉安心

基本施策 子育て

６

支援
施策体系

施策の内

年

容 地域における子ども

度

・子育て支援

目
　
　
　

評

的

　なのはな児童館を

価

適切に管理運営するこ

）

と

主
た
る
内
容

　なのは

刈

な児童館の指定管理者

谷

を指定し、地
により、

市

健全な遊びを通して児

事

童の健康を増 域児童館

務

の管理運営を行う。
進

事

し情操を豊かにする。

業

開設場所　老人デイサ

評

ービスセンターなのは

価

な2階

位
置
づ
け

関連計

シ

画 刈谷市子ども・子育

ー

て支援事業計画

根拠法

ト

令 児童福祉法、児童館

（

ガイドライン

対象者 市

様

民 事業期間 平成２３年

式

度 ～

実施方法 □直営　

１

□委託　■指定管理　

）

□補助・助成　□その

会

他

計名 担当部 次世代

Ｂ
　
事
　
業
　
実

育

　
績

４年度実績 ５年度

成

実績 ６年度実績 ７年度

部

計画

子どもたちに遊び

一

や生活の援 子どもたち

般

に遊びや生活の援 子ど

会

もたちに遊びや生活の

計

援 子どもたちに遊びや

な

生活の援
助、地域にお

の

ける子育て支援 助、地

は

域における子育て支援

な

助、地域における子育

児

て支援 助、地域におけ

童

る子育て支援
を行い、

館

心身ともに健やかに を

管

行い、心身ともに健や

理

かに を行い、心身とも

運

に健やかに を行い、心

営

身ともに健やかに
育成

事

することができた。 育

業

成することができた。

担

育成することができた

当

。 育成する。

　指定管

課

理者として医療法人光

夢

慈会を指定し、なのは

と

な児童館の管理運営を

学

行うことにより、健全

び

な遊びを通して子ども

の

成果
たちの健康を増進

科

し、情操を豊かにした

学

。

　児童向けの行事を

体

展開し、魅力的かつ安

験

全な児童館の運営に努

館

める。

課題

指標名称（

款

単位）
実績値 目標値

４

項

年度 ５年度 ６年度 ７年

目

度 ９年度

活動 なのはな

担

児童館開館日数（日）



科

園開園日数（日） 2

学

77 279 285 29

体

0 290
指標
成果 交通

験

児童遊園遊具等利用状

館

況（人） 1,345,

3

593 1,316,4

2

13 1,347,12

6

2 1,400,000 1,500,000
指標

 
他市との
比較検証

Ｃ
　
事
　
業
　
コ
　
ス
　
ト

単位：千円
４年度 ５年度 ６年度 ７年度 ６年度

（決算） （決算） （決算） （予算） 事業費内訳

事業費　① 141,799 157,758 179,165 190,636 合計 179,165,227 円
役務費 58,903 円

財
　
源

特定財源 69,969 68,209 67,594 63,803 委託料 168,085,864 円
工事請負費 10,813,000 円

一般財源 71,830 89,549 111,571 126,833 備品購入費 207,460 円

職員人件費　② 2,635 3,069 2,787 2,835

総事業費（①＋②） 144,434 160,827 181,952 193,471

建
設
事
業

全体事業費（単位：千円） 0 ６年度特定財源名称

６年度までの累積事業費 0 交通児童遊園遊具使用料、行
政財産目的外使用料、土地建

８年度以降の事業費見込 0 物貸付収入、施設賠償責任保
険金

Ｄ
　
　
　
Ｏ
　
　
∧
　
　
実
　
　
施
　
　
∨

令和７

Ｐ

年

　
　
Ｌ
　
　
Ａ
　
　
Ｎ
　

度

∧
　
計
　
画
　
∨

Ａ
　
事

（

　
業
　
概
　
要

総合計画

令

分野 福祉安心

基本施策

和

子育て支援
施策体系

施

６

策の内容 地域における

年

子ども・子育て支援

目

度

　
　
　
的

　交通児童遊

評

園を安全かつ効率的に

価

管理運営

主
た
る
内
容

　

）

交通児童遊園の指定管

刈

理者を指定し、施設
す

谷

ることにより、屋外型

市

児童厚生施設として の

事

適正な管理運営を行う

務

。
子どもたちに健全な

事

遊びの場を提供し、そ

業

の
健康を増進し、情操

評

を豊かにする。

位
置
づ

価

け

関連計画 刈谷市子ど

シ

も・子育て支援事業計

ー

画

根拠法令 児童福祉法

ト

対象者 市民 事業期間 昭

（

和５０年度 ～

実施方法

様

□直営　□委託　■指

式

定管理　□補助・助成

１

　□その他

）

会計名 担当部 次

Ｂ
　
事

世

　
業
　
実
　
績

４年度実

代

績 ５年度実績 ６年度実

育

績 ７年度計画

児童に健

成

全な遊び場を提供 児童

部

に健全な遊び場を提供

一

児童に健全な遊び場を

般

提供 児童に健全な遊び

会

場を提供
し、その健康

計

を増進し情操を し、そ

施

の健康を増進し情操を

設

し、その健康を増進し

管

情操を し、その健康を

理

増進し情操を
豊かにす

事

る場としての交通児 豊

業

かにする場としての交

担

通児 豊かにする場とし

当

ての交通児 豊かにする

課

場としての交通児
童遊

夢

園を安全で効率的に管

と

理 童遊園を安全で効率

学

的に管理 童遊園を安全

び

で効率的に管理 童遊園

の

を安全で効率的に管理

科

運営した。 運営した。

学

運営した。 運営する。

体

　児童にとって健全な

験

遊び場であり、健康を

館

増進し情操を豊かにす

款

る場としての交通児童

項

遊園を、安全で効率的

目

に管理運

成果
営するこ

担

とができた。

　来園者

当

が多く駐車場が混雑す

係

るため、誘導員を配置

夢

して安全の確保に努め

と

る。

課題

指標名称（単

学

位）
実績値 目標値

４年

び

度 ５年度 ６年度 ７年度

の

９年度

活動 交通児童遊


